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は じめ に

　マ ン セル表色系と並 び、国内の教育界 、産業界で広

く認知 ・活用 され て い る カラ
ーシ ス テ ム 、それ が

PCOS （Practical　COIor　Co −ordinate 　System ；注 1）

である 。 日本色研配色体系と い う正式名称を持つ が 、

一
般には PCCS の方が通 りがよい 。 霞頭に示 したよう

にシステム自体の認知度は高い も の の 、それ がどの よ

うな調査検討に基づいて誕生 したかに つ いて はほとん

ど知 られていないのが実状であろ う。 これは開発時に

行われた研究が、日本色彩研究所の研究紀要 「色彩研

究」誌上に発表され、その購読会員の 範囲にとどま っ

たこ とに主と して起因する。本稿で は PCCS 誕生まで

の調査研究を概説す ることで、その知 ら れざる姿を紹

介したい 。

1，PCCS の 誕生

　東京 オ リンピ ッ ク開催 の年 1964 年そ して 翌年に、

次の 2つ の製品が出版された。日本色彩研究所 （以下

色研と略記）の緇野 （注 2）によ る 「COIor　Harmony

palette」 1） と色研編の 「Basic　Color　System ｝」
2 ／・

（図 1お よび p．268 ）である 。 前者は PCOS に基づ く

調和論の 展開、後者は PCCS の 構想や 3属性な どの 詳

細を示 した冊子集である。も っ とも 「CO［or　Harmony

Paiette」にはまだPCCS の 名称は登場しな い。

　PCCS の誕生 年は、　 PCCS 調和論 が初め て 公け に さ

れた とい う理 由か ら本稿では 1964 年とす る 。 なお 、

PCCS の誕生以降の色票集としての成長週程は、本特

集号の 大 井による記述を参照されたい。

　PCCS の研究開発は色研の細野尚志 （］914 〜）を

中心 に、主 に 1950 年代からの約 15年にわたる調 査

検討 に 基 づ い て 作 られた 。研究 にたずさ わ っ た者 は、

細野を始め とした色研研究員であり、他に児玉晃、霜

村美子 、 相馬
一

郎、矢部和子、中田敞子、加藤幸子、

大井義雄、平井敏夫 、近江源太郎、川崎秀昭、玉 井要

子、清野恒介そして色票製作担当の清水勲 らの名が一

連の研究論文の中にある qll頁不同）。

2 ，研究の構成

　 PCCS 開発に関連 した研究の流れ を図2 にま とめた。

「PCCS 」を タイ トル に持つ 研究論文は、 1967 年 か

ら72 年の 間に発表された全 10報の 「PGCS 研究シ 1丿

一
ズ報告」である。しか し、遡る ことおよそ 10 年前 。

1950 年代に行われた カラ
ー八 一モ ニ ー

に関する
一

連の 研究が PCCS の 構築 に果た した役 害1」も非常に大き

い 。 PCCS 配色論は これ らの研究成果から生まれたと

い っ て良い 。 また 、 残念ながらあ ま D 知られ て いない

6asic 　 Color 　 System 　l

Fo厂eword

＠ 、

Foreword 　　Practical　Color　Co−ordinate 　System
PCCS 　Saturation
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こ とだが、後述の ように PCCS の色相分害1」の設定 とい

っ た、その 骨格づ くりの過程 で 、50 年代の 研究は実

を結ぶ の で ある 。

3．カラー八 一モ ニ
ーの 研究

　細 野が、配色 へ の調和反応 を調査 して みようと思い

立 っ た 直接の き っ か けは、 1952 年か ら工 業生産 技

術審 議会 の 塗料部会で 、稲村耕雄、玉井正寿 らによ り

紹介されたム
ー

ン＆スペ ンサ
ー

の研究 との 出会い にあ

っ た：）
。 細野は彼らの研究に関心を示 すと共 に、調 和

度が色相差のみに規定 され る こ とに直観的 に疑問を感

じた ようで あ る （児玉 談）。

　細野が研究 しようと決めた 「カラ
ー

ハ
ー

モ ニ
ー
」と

は造形的な調和と い う総合的な感覚で はなか っ た。細

野 は論文の中で こう述べ ている。3） 「それ以前の、或

はその基本要素としての、色の組合せだ けの調和を意

味するの で あ っ て 、一
応色だけを他 の 造形上 の 諸問題

と切り離して考える」。 また、「美術においては不調和

な色の組合せも造形的処理 によ り美 しく生かされる こ

ともある。不協和音が用 い られ 豊 か な創造的音楽が作

られることもあるが、自動車の警笛 にそれはない。街

に氾濫する色に不調和色ははなはだ魅惑である」（3）

よ り要約）。 とい うくだりは、画家と しての 細野の考

えと、音楽 へ の造詣、後の公共色彩へ の 問題意識が垣

間見 られ興味深い 。

3 −1．予備調査 4 ）

［＝：：＝ ＝＝一 ］252

　大入数による配色調査に入る前に、調査手続きや試

料の検討、結果 の 整理方法を吟味す る た め 、3段 階の

予備調査が行われた 。 最初に、細野本人が被験 者とな

り、合計 3545 種の 2色配色に つ い て、調和、不調和 、

どち らで もない の判断を行な っ た。配色は色研によ る

「色の標準 」に準拠 し、彩度は一定で （彩度4 ：注3 ）、

色相と明度が異なる 2cm 角の 2色を並置したもの で あ

る。配色提 示は 、明度 19 〜 11 （注4 ）の 9 枚の 24

色相環 円盤を、明度 18 また は 15の 12色相環円盤 に

1枚ず つ 重ね合わせ、ス リ ッ トの開い た無彩色盤を乗

せ て行 っ た 。 こ れ が 「配色盤」で ある （図3 ）。調 査

か ら明らかにな っ た主な傾向は以下の通り。 i）明度

差が大きな配色ほど調和 しやすい。 ii）調和は色相差

と明度差の み で 決ま る の で は な く、それ らの相互関係

に依存する。

　次に、被験者を5名と増や し、等彩度 色だけ で な く、

色空間の全域か ら選出 した色を用 い た追加調査を行 っ

た 。 配色サン プルは、色の標準に蟇つ いて、色立体全

域 か ら無彩色を除く 87色を選び、それらを組み合わ

せた計3737 種の並置 2色配色 で あ る。調査 は第 1調

査 と同様の手続き で行われた 。 その結果、 i）明度差

が大き い方が調 和しやすい、 ii）彩度差のみに つ い て

は調和度と顕著な対応は み ら れない 、 iiD明度差 と色

相差の組合せによ り調和は検討できる こ と等が明らか

にな っ た 。 最後に、被験者21 名による追加調査を行

な い、本調査 で用いる提示試料が選定された 。

3 −2 ，本調査一美術家による色彩調和反応調 査
一4 ）熾

　 1955 年に、美術専門家総数332 名を被験者とし

た大規模な 調査が実施された。中には著名な美術家が

多数含 まれて お り、結果 は 1955 〜58 年に発表され

た 。

  調査方法

　提示刺激は2cm 角の色紙を白色台紙に並置 した 2 色

配色である．配色は色空 間から均等に選出 した90 数

図3　配色盤

N 工工
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色 を組合せ て で き る 配色の 中か ら、色相差 、明度差、

彩度差のそれぞれにつ いて、各段階のものを同数ず つ

選んだ計 1328 種 。 各被験者には半数の 664 種に つ

い て 、調和 、不 調和、中間の判断をさせた 。 332 名

にの ぼる被験者の 内訳は 、美術専門家 132 名 （画

家 ・彫刻家 ・舞台美術 家、建築家、工 業デザイナー、

商業デザイナ ー、服 飾デザイナ
ー ・

テ キ ス タイル
・美

容、羮術教育家 ・評 論家）、美術学生 200 名だ っ た。

　論文 には、調査協力者として ］00 名以上の 美術専

門家の 名が記され て い る。例えば、林武、棟方志功、

岡鹿之助、武井武雄、朝倉摂、佐藤忠良、鈴木信太郎、

清家清、豊口克平、柳宗理 、大智浩、山野 愛子、ア
ー

デ ン 山中、塚田敢、小池岩太郎と い っ た面 々 で ある 。

学校で は、芸大図案科、工 芸計画科、教育大 構成科 、

千葉大工 業意匠科、女子美術大学、文化学院、文化服

装短大、池田洋装学院、桑沢デザイ ン研究所等が記載

されて いる。

　 この当時、これだけ多くの 回答データをいろいろな

観点か ら集計す る こ とは、「コ ン ピ ュ
ー

タの便えな い

当時と して は、たいへ んな時間と労力を要する こ と」

9♪と後に細野は振り返 っ て いる。

  分析結果

○全体傾向4〕

　 2色の明度差 が小 さいと調和 しにくく、大ぎくな る

と調和しやす くなる 。 明度差が小さ くて も、色相差が

大き い と調和 しやす くなる。

○色彩調和に対する志向の 個人差と類型 s）　6）

　美術家の職業と調和判断との 関係に つ い て は、職業

により若干の違い はみ られたもの の 、顕著な違い で は

な か っ た。5）次 に、調和 と判断された配色の特徴を 3

属性 の関係か ら分析 した ところ 、少なくとも 15 タイ

プあ る こ とがわか っ た。また、こ れ らの志向タイプと

美術専門家の業種との関係の分析も行なわれた。6）

○色の差と調和の 関係ア）

ゆ 彩度の和が小さい配色、つ まり低彩度調の配色ほ

ど調和しやすい 。 ii）彩度の違いが 1以下 であれ ばや

や調和 しやす く、2 〜3 では調和 しに くい 。 さ らに彩

度差が大 ぎくなると調和 しやす くなる 。 ｛ii）平均明度

は調 和しやすさにあまり関係しない、「v ）明度差が大

ぎいほど調和 しやすい。

　 任意の色相を基点に置き 、その色か らの色相差と調

和度の 関係をま とめ たとこ ろ （図4 ）、以下の結果 が

得られた 。 V ）色相によ っ て 、調和しやすい色相差が

異 な り、そ の傾向 には4 つ の タ イプが あ る （図 5）。

vi）色相によ っ て 、い ろいろな色相 の色 と調相 しやす

い もの （例 ：黄系） と、同系の色相以外とは調和しに

く い も の （例 ： 紫系）がある （図 4）。こ れ らはム
ー

ン ＆ス ペ ンサ
ー

の調和論に対する反証といえる 。

○カラ
ー八 一モ ニ ーの 計画に適する色体系の検討 （修

正色環の試作）
B ）

　後の PCCS 色相環の 土台となる、色彩調和の計画に

適した色相環の試作が行われた 。 それは、色相分割の

考え方に、図 5で示 した調和傾向の タイプを盛り込む

とい うもの で あ っ た。

　修正色環を作る週程を以下 に示す 。 研究結果で は4

つ の調和タイプabcd によ り色相環が 8分割されてい

た が 、用い られた 「色の標準」の 24 色相で みると、

同 じ調和タイ プに含まれる色相数が 2〜4とまち まち

であ っ た 。 そこ で 、色相環8 分割の位置を、調和タイ

プが変化する位置にずらした。また、色相環の反対位

置に心理補色 を配するように した 。 この色環がそのま

ま PCCS 色相環 になるわけで はない が 、色相分割に、

色彩調和傾向の タイプ に よる 8分割の 考えを取 り入れ、

心理 4原色 （赤黄緑青）とそれぞれの心理補色の 計8

色相を基点としたの はこ の考え が活かされ て いる。

3．3，3色配色 9〕や具体物による調和研究事例 1D ） 1D

　 2色の隣接正方形による色彩調和の基礎的な調査だ

け で な く、3色配色
9 ：1 や 2種の具体物 における調和研

究も行 なわれた 。 具体物の例で は、P，ク レ
ー

の絵画を

例に配色搆成および面積比を分 析する ことで、調和表

現を解 明する ことを目指 した研究 剛 や、顔の 色の タ

イ プを額と頬の 配色と して 測色 分析 した り、顔の色と

フ ァ ン デ
ー

シ ョ ンとその他の化粧品との配色調和に関

する研 究 11）がある 。

　以上 の 、カラ
ー

八
一

モ ニ
ー

の研究につ い ては、色研

の 倉1」立 60 周年記念 出版物 （1987 ）
： 2） と 児 玉

（］998 ）
13 ／を参考にするところが多か っ た 。 また後

者に お い で は 、色研 が 1973 年度の 文部省科学研究

費で 行 っ た 「色 彩調和空間に関する総合研究」の結果

につ いても触れ られて い る 。

4 ，PCCS 研究シ リーズ報告

　細 野の エ ッ セ
ー集 『色が充実 して くれば』 14）

に、

PCCS 誕生前の こ とが書かれた章がある 。それ による

と 、細野 は 1959 年に 日本貿易振興会の嘱託を受け、

ア メ リカの 色彩事情を調査するため に、アメ リカを
一

巡する 1 ヶ月半の 一人旅 に出か け た。そ こ で 、産業の

場で は マ ン セルシステムがあま り使わ れてお らず、力

［＝ ：＝二＝二二：＝ ＝ ＝ ：二 ＝：：］ 253 ［：＝ ＝ ＝＝ III！EIIII！IIIIIIIPtEE］。 、 c ．
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図4　基本色相からの色相差と調和傾向 13）
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フ
ー

ハ ーモ ニ ー
マ ニ ュ アルが よ く使わ れ て い る こ と、

そ して、何よ りもアメ リカではカラ
ー

コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ

ー
という専門職があり、カラ

ー
コ
ーデ ィ ネ

ー
シ ョ ン が

強 く意識されている こ とを身をも っ て体験した 。 この

体験が PCOS と い うカラ
ー

コ
ー

デ ィ ネ
ー

トシス テム の

構築へ とつ ながると思われる。

　そうして細野 による開発検討の未、PCCS は 1964

年に産声を 上げる 。 ］966 年以降、細野 ら色研研究

員は、PCCS の開発時に行 っ た研究、誕生後に 理論的

裏付 けを固め るため に実施 した調査、およ びPCCS の

解説を 「PCCS 研究 シ リ
ー

ズ報告」と して 9報にわた

り発表し続けた 。
ベ ートーヴェ ン の交響曲のよ うなも

のといえば言いすぎだろうか。そして シ リーズ最後の

第 ］0報 。 当時の PCCS 色票 集の測 色 値が発表され 、

研究報告は幕を閉 じる。

4 −1．骨子 15） 16）

　 PCCS 研究シ リ
ー

ズ 報告の 冒頭に次の
一文がある 。

「色 体系は単なる色表示 だけにとどま らず に、それ が

同時に、色彩調相の計画のよ りど こ ろ として適切な シ

ス テムや、色名分類のためのシステムな ど、各種の 目

的 に応 じた色 体系が 考え られて よ い 」。

15 ）こ こ に、

PCCS の特徴、目指したもの が端的に表わされ て い る 。

　色彩検討用にマ ン セルシ ステムを用いようと した場

合の 問題点として、マ ン セル彩度があざやかさ感 とず

れている こ と、色相分割上の根拠があいまいとの指摘

がなされている。細野の言葉を借りれば、マ ン セルシ

ス テ ム は 「色の も の さ し」と しては利用価値が高いが、

「色の ピアノ」としては不充分とい うわけだ。

　研究シ リ
ーズNo．1は調査論文で はな く、　 PCCS の骨

子の簡潔な説 明と PCCS 色立体と PCCS 系統色名区分

との対応表が記載された資料である。旧

4 −2 ．色相
17 ）　’−20 ）

　色相の 分割や代表色の設定 に関わる実験論文が研究

シ リ
ーズ No．3 と 4で あ り、　 No．5 にお い て最終的に

PCCS 色相を どの ように して決定 したかが述 べ られ て

い る。

○心理 4原色 の 中心色相に関する実験 17｝

　調査 1では、色相環 を検討するため、ブ ラ イ トトー

ン の系 列 で 249 分 割の 細分色相色票を作り、その中

か ら心理4原 色 （赤黄緑青）と橙 、紫の代表色を選出

させた 。 試料は 臼台紙に 25mm × 50mm の色票を色

相川頁に貼付したも の 。 色票を左右一方か ら反対方向 に

見た後、逆方向 に戻 り判断させた 。被験者は全 300

名で あ っ た 。 その結果、各色相判断に対する高頻度選

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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択色の色相範囲が広く、特定色を代表色と判定 しにく

か っ たの で 、追加実験で は253 色相の純色の 中か ら

心理4 原色のみ を選定させた 。 被験者は色彩専門家、

美術教育家と学生 か ら成る計 278 名。各原色 ことに

選択頻度の平均 と分布の ± 1 σ にあたる マ ン セ ル色相

を求めた （図6）。それに基 づき、心理 4原色の 中心

色を 求め 、（赤 ： 47R42fl5 ．0 、黄 ：42Y

8 ，1115 、6 、 緑 12 ．5G 　 4 ．9117 、青 ：4 ．3PB

3 ．9／1L9 ）、合わせ て他の カラ
ーシ ステムや系統色

名で の 4原色 との 比較を行 っ て いる。

○対比色の実：fi：8 ］

　 PCCS の 色相分割の構想は、心 理 4原色の位置を決

め、それぞれの心理補色を求める ことで得 られる 8色

相を基に細分化を進める とい うものだ っ た 。すで に、

心理 4 原色の色相は明 らか と な っ た の で 、次に そ の 心

理補色を求めたのが本実験である。方法 は補色残像色

で はな く、色相対比 による誘導色の観測 か ら行 っ た 。

　実験 1で は 、12 色相の ブ ラ イ トトーン の 正方形色

紙 （地色）を用意 し、その中央部に各地色と明度が同

じグレ
ー

の円 （図色）を配したテ ス ト試料を作成した。

そ こ で 、その 円と同じ色 に見え る色 票 を選択 させた 。

観測者20 名の うち、3 名は地色の 正 の 誘導色 、つ ま

り、地色 と同 じあるいは類似の色相色を選択 したため

そ れ 以外の データを分析し た。結果 で は 、同 じ色条件

に対する選択色 がかな りの幅に分布した。実験 Hでは、

テス ト試料として地色を大きなサイズの純色、図色を

40
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正方形と し、比色用試料を地色と同じサイズで図色と

明度をそろえたグレ
ー

の正方形と、その中心に図色と

同形同サイズの比色窓をあ けた台紙と した （図 7上）。

窓から、実験 至の結果を参考に選定 した色相ス ケ
ー

ル

を観察させ、テ ス ト試料の図色と同 じに見 える色を3

種の照 明条件の下で選択さぜた。その結果、観測値に

は照明条件による違い 、個人差はほとん どみ られず、

非常に安定 した結果が得 られた （図7下）。

　なお後の 1970 年には、有色残像 に関する研究に

つ い て の レビュ
ー

論文が PCCS 研究シ リ
ー

ズ の NO．8 と

して出された 。

19）

A，tes 【 歪ic田

9「 een

・　 囲

B鹽mat 檐hin9　｛iol 己

例

図7　心理補色実験
一
刺激布置 と結果

一

○色相分割に つ いての最終報告2 ° ）

　 PCCS 研究シ リ
ー

ズ の 第5報、第5交響曲とも い う

べ き論文がこれである 。 本論文は、そ れまでに成 され

た の カ ラ
ー

ハ
ー

モ ニ
ー

研究、 iの 心理 4原色研究、

i沿 心理補色研究か ら得 られた結果 を参考に、pccs

の 色相分割を決定するに いたる検討過程とその結果を

述べ たもの で あ り、調査実験論文で はない。

  基本構想

　 6つ の構想が述べ ら れて い る 。

の 赤黄緑胄をプライ マ リ
ー

ヒ ュ
ー

とする 4原色 相説

にならい 、各色相の領域を調 べ 、代表色相を定める 。

ii）知覚的に最も隔た りの大きな色相対 は心理補 色を

な すと仮定し、色相環の対向には心理補色対を配する。

そ こで 、4 原色相の心理補色をなす色相を明 らかにす

る 。

iii）色相分害1」は4原 色相と、それぞれの心理補色色相

とにもとつい て 定める。

iv）配色計画の観点か ら、色相分割数は 2と 3の公倍

数が都合が良い。そこ で 12色相に分け、 内挿法によ

り 24 色相に分害1」する 。

v ）各4色相間の隔た りはなる べ く知覚的に等歩度で

あることが望ましいが、カラ
ー

八
一

モ ニ
ー

の点か らは

それほどの厳密さは要求されず、む しろ色相間隔の移

行がスム
ーズなグラデー

シ ョ ンをな すように分 割する。

vi）色相の表示は主 に色相名による 。 定量的表示は修

正 マ ン セ ル記号、CIE 表示 との関連をと っ てお く。

  色相の分割

　構想 1と iilま、 2つ の論文
］ア ’ 1副 から求め られる。

　構想 「ii〜 〉 は以下 の 検討ス テ ッ プか ら満足 させた 。

ステ ッ プ ］：色相環の4等分点の色相を求める。

・4 原色に関する調査結果
17／・か ら、最も許容巾の小

さか っ た 黄 （マ ン セ ル色相で 4 ．5Y、許容巾 ± 05 ）

を出発点と して色相環の上に置 く。 その心理補色を調

査結 果
IAI’

か ら 9．OPB （許容巾± 0、5）の バ イオ レ ッ

トと して黄の 反対位置 に配す 。

・
色 相環の左右位 置にYとVの両色相か ら知覚的に等

距離となる色相を置 くことにはあま D固執せず、色相

には、4原色とその心理補色の 計8色相を用い る とい

う構想 iiiと rvに基づき、色相環の左右位置に、赤 とそ

の心理補色の 青緑を置い た 。 赤と青緑の マ ン セル値は、

調査結 果
17 ｝ 18 ｝か ら、それぞれ 4 ．5R （許容巾± 0 ．5 ）、

4．5BG （許容巾±0，5）とした。

ステ ッ プ2 ：内挿によ り 12色相を設定 する 。

　4 色相の 間に 2色ずつ 内挿 し、色相環 がスム
ーズな

グラデー
シ ョ ン となるよ うな色彩を選定する作業を行

っ た 。 内挿色の選出の 最終的調整は細野が行 っ た 。

・
結果 と して、 12 色相に4 原色相とそれ らの心 理補

色色相がす べ て 含まれた （図8）e そ して 最終的に 12

色相の間を取 り、計 24 の PCCS 色相環ができあがる。

Vol．エ5　No ．2 （1969｝

F【9．1，

5M

の　leRP

　 　 　 　 FiF，3．

図8　 PCCS 色相環

leG
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4−3．彩度
21 迎 ｝

　研究シ リ
ーズNo．2とNo．7 にまとめ られて いる。

　  彩度の研究 1 （予備的実験） F！1）

　シ リーズ NQ 　2は、マ ン セ ル彩度値とあざや かさ感

との関係につ いての 3実験 を示 したものである 。

　○色相の異なる 「純色」の あざやかさ感 （実験 1）

　 「色の標準」の純色24 色に つ いて、あざやかさ感

に つ い ての 1対比較調査、あざやかさが最も高い色 と

低い 色 につ い て の選択調査を行 っ た 。 その結果、あざ

やか さがも っ とも高い の が黄色で 低い の は紫で あ り、

色 の標準および マ ン セル シス テム で の彩度値 とあざや

かさ感の順序にはズ レがあるこ とがわ か っ た 。次に、

黄と紫の純色 のあ ざやかさ の差 を、5R　41］0と 5R

4／12の あざやかさの差を］とおき判断させたところ、

1．8 に しか過 ぎず 、純 色 で あれ ば色 相 が変化 しても、

あざやかさは少 ししか変化 しない ことがわか っ た 。 こ

れは相馬が日本心理学会第 26 回大会に発表 した研究

の再録にあたる。

　○あざやかさが 同じ色の色相による変化 （実験2）

　実験 1からあざやかさ感が最も低か っ た 5P2 ．51］0

の色票を提示 し、それとあざやかさが同程度に感 じる

色を、さまざまな色相で選択 させた 。 色は、純色か ら

同明度による彩度変化系列、白と純色を結ぶ系列、黒

と純色を結ぶ系列を作り、その 中か ら、それぞれ選択

させた 。 その結果、色相に応じて 、あざやかさが等 し

く感 じられる マ ン セル彩度が変化する ことがわか っ た

（図9 ）。

　 色　彩　研　究

　 indleste娠覃reSu ］t　U ［
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図9　あざ やか さ感の 等 しい 色 （5P　2．5〆10 に対し）
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　○明度と彩度が同じ色の色相別あ ざやかさ （実験3）

　R〜RP ま で の 10 色相の マ ン セル 明度6、彩度 8の 色

紙を用いて 、あざやかさ感の
一対比較を行 っ たところ、

B、BG 、　 PBなどはあざやか さ感は高 く、逆に R、　 YR

な どはあ ざやかさ感 が低 く評価された 。こ の ように、

マ ンセル彩度値が同 じでも、色相が異なる と受け取る

あざやかさ感は変化していることがわか っ た 。

  彩度 の研究 9 （等明度面 に お け る 彩度の 分割）
22 ）

あざやか さ感が同 じ、明度 6の色相環を求めるための

実験 ］と、無彩色 か ら高彩度色までのあざやかさ感の

段 階が等歩度に な る 色を見 つ けるための 実験2を行な

っ た。

　実験 1では、マ ン セル明度が 6の GY の高彩度色を基

準色と して 提示 し、こ の色とあざやかさ感が等 しい 色

を、無彩色から高彩度まで を並 べ て貼付 したカラ
ー

チ

ャ
ー

トの 中か ら選定させた。色判足 に熟練 した観察者

10 名の各4 色相に お ける 選定結果 に 基づき 、各色相

こ との最頻度色 を抜き出 して 12色相環に並べ てみた。

そ こで 全体を見て修正 した後に、一対比較法により、

全色相対につ い て相互に比較させ る こ とで 、あざやか

さ感が等 しい色相環 を作 り上げた。

　実験 2で は、明度が 6の グレイと実験 1で得 られた

純色を提示し、あざやがさ感が中間 に感 じる 色を 2等

分法 （method 　Of　bisectiQn）により選択させ、結果と

してあ ざやかさ感 の差が等 しい 9段階の色紙を選定さ

せた 。 次い で、選定された9 色を並 べ て 見た場合のあ

ざやかさ感が等間隔になるように修正を行 っ た 、 そ し

て最後 に、色相が異な っ て も同 じ彩度段階で あれ ば、

あざやかさ感も等 しくなるように修正を行 っ た 。 得ら

れた結果は、最終結果として選定された色試料の測色

値の掲載、色度図へ のプ ロ ッ トのみとな っ ている。

4 −4 ，明度 と彩度
23 ）

　 PCCS 明度と彩度 につ い て 書か れた研 究シ リ
ーズ

No．6 ’．1：t・1 は、色相分割法を述べ たNo．5 と並び、　 PCCS

の解説と して重要な論文の
一

つ で あ る。こ の ］970

年の論文で、初めてto∩e とい う言葉が登場する 。

　 その 序文にお い て 、色価 （valeur ）という、主観的

な等価値感を示す明度と彩度の複合概念の重要 1生が述

べ られ て い る。絵画用語 で ヴ ァ ル
ー

ル という言葉は配

色による全体的な絵の調子 の こ とを指す 。 と こ ろが英

語の value となると、色彩学の世界 では マ ンセル明度

とな り明度の みを指す言葉とな っ て しま う。そ こ で

PGGS では明度と彩度の複合概念である色価につ い て 、

従来か ら色の 明暗濃淡強弱な どの 調子を雷い表すのに
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用 い られていたtOneとい う言葉を使う こ とに したので

ある。こ の論文で は、同 じ トーン 系列の色を、三属性

によるPCCS の色立体の上 に体系的 に示すための 、明

度、彩度 の設定が検討されて い る 。

　○明度の設定

　検討事項は次の 3点である。 i）物体色で最 も明る

い 白と最 も暗い黒 とを両極とする無彩色系列を、明度

間隔が知覚的に等歩度と なる明度段階の設定。 ii）同
一

ト
ー

ン は色相の移行によ り、徐々 に明度が変化する 。

これを色票 によ りスム
ーズな移行と して 示 すため の 明

度段階の細 かさ の 設定。 iiD　 JISに 採用 さ れた修正 マ

ン セルシ ステムのバリュ
ーがそのまま採用 で きるか。

　そ こ で N9 、5と Nl ．0を両極として、バイセク シ ョ

ン に よる 分割法で i）を検討したと こ ろ、マ ン セル明

度 が妥当との結果を得た 。 ii）に つ い ては明度段階は

0 ．5ス テ ッ プで明度 9．5〜10 の間を 18段階程度とす

る の が艮い 。ただ し、色彩設計は Eヨい紙を背景として

行われることが多く、その場合は明度対比によ り、低

明度で の 明度変化がやや細か く感 じられるため、 17

段階として、低明度部の明度差をやや広く取る ことで

（9．5 、9 ．0 、8 ．5 、……、4 ．0 、3．5、3．0、2．4、

1．8、 1．0）知覚的等歩度を 目指すとい う実用性へ の

配慮がみ られる （表 1、注 5 ）。

○彩度の設定 につ い て

1）物体色で、で きるだ け高彩度 の色領域 におい て 、

あざやかさ感の等しい 一連の等価値色を選び、これ ら

を各色相の標準色とする。

io 各色相標準色の明度 は、色相の移行とともにス ム

ーズなグラ デーシ ョ ンとなるよ うにする 。

iiD色相標準色とそれと同明度 の グレ
ー

との 間を、あ

ざやかさ感が等歩度になるように分割する 。

iv）明度の異なる色の彩度の等値性を検討する 。

　 こ れらの 基本構想につ い て以下の検討を行 っ た。

　 i）につ いては、褪色堅牢度が高い塗料により細分

色相環を試作し、数多くの色出 し結果 に基づい て 色相

標準色を求めた。 ii）は従来の各種色票 に つ い て色相

別の 最高彩度色を測色 し、それを参考 に明度移行の範

囲を求 め、明度 17区分の 上 に 示 した （図 ］0 ）。 以上

で各色相標準色の色相と明度が決定された。後は、各

色 相で あ ざ やか さ が等 しく感 じられる彩度の色 を、

PCCS 研究グル
ープのメ ン バー

と細野が色票を見なが

ら、色紙の 製作 、測色、チ ェ ッ クの 作業を繰り返 し行

ない選定した 。

○彩度の分割

　彩度の分割につ い て は、明度 6の ］2 色相に つ い て 、

各色相の最も高彩度の色と無彩色の間の細分彩度色票

を作 っ て検討 した 。 検討法 は以下の通 り．こ れ らの 色

票の 中からで き る だけ高彩度位置であざやかさが等 し

く感 じられる 12色相色 を IO名の 被験者が選定 した 。

その色を仮に彩度 8s と置 き、その色 と無 彩色 とを比

べ 、あざやかさが中間の 色 （4s ）、さ らに そ れ ら の 中

間の色を選択した 。 選択色を配列して みて微細な修正

を施 した後、最終的に異なる色相間で の彩度の 等価性

に つ い て チ ェ ッ クを行 っ た 。 そ の結果 、12 色相の 明

’NL言ft当 マ ン セ ル 色 番巨一
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度 6の色につ い て 彩度段階の分害1」が行わ れた。

　論文の最後に細野は こ う記 して いる。「PCCS の 彩

度の設定には、細密な段階色票をつ くり、それ らを用

い て の実験の結果からまた色票を補正 して い く こ とが

くりか えされた。」 こ のよ うに、PCCS は色票製作者

の膨大 な製作作業、測色作業、そして 地道な検討作業

から生み出されたの で ある 。

4−5．ト
ー

ン系列 2A ）

　研 究シ リーズの No．9 を飾 るのが ト
ー

ン系列の 設定

に関する解説論文で ある。新版八 一モ ニ ッ クカラ
ー

チ

ャ
ー ト「66 （1971 ）の刊行 を受けて翌年に発表さ

れ、ト
ー

ン とい う概念の説明、こ の アイデ ィ アが系統

色名の研究から出発して いる こ と、各 ト
ーン の代表色

の 設定作業等 につ いて解説がなされて い る。「色彩研

究」誌上で pale、　 deep とい っ た ト
ー

ン の名称が登場

するの は こ の論文が最初である 。

○ トーン代表色の 色相推移に伴 う明度変化

　色相推移に伴う ト
ー

ン代表色の 明度変化は、ビビ ッ

ドト
ー

ンの場合はすでに No．62s／において決定されて

い る。他の ト
ー

ン におい てはこの 9s で の 明度変化の

斜曲線パタンを適用する こ と で 決定された （図 ll ）

○ トーン代表色の選定

　

鼠

乳

乳

66

t
耋
↓

3．

図 11　 トーン 代表色の 色相にともなう明度変化
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　 12 の色相に つ い て、それぞれの等色相断面に選定

された トーン代表色の プ ロ ッ トが掲載され て いる （図

12 に赤、青緑、黄、 バイオ レ ッ トの みを転載）。ま

た、PCCS の色票集 「ハ ーモ ニ ッ クカラ
ー

チ ャ
ー

ト

166 」の測色値が研究シ リ
ーズの 最終報告 と して発

表されている 。

25 ）

4−6．系統色名

　 PCCS の特徴 の
一

つ と して 、色研系統色名と呼ばれ

る色名体系との リンクを上 げる こ とが で きる 。

　 系統色名とは日常の 色名のよ うに色空間の 中にとび

とびに存在する個々の 色につ け られた呼称とは異な り、

色空間の全域に対して体系的に色名 を割 り当て た色名

シ ス テムで ある 。 系続色名には開発者によ り、ISCC−

NBS の も の 、　 JISに よ るもの 、色研によるものなどが

ある 。 それぞれ異なる シス テ ムであるが、色名 の作 り

方の考えは共通 している 。 つ ま り、誰もが理解できる

色名に対応する色を ア ン カーと し、それか らどのよう

にずれ て いるかを示す修飾語 を付記する の である。 色

研 系統色名の詳細は省略するが、例えば、色空 間を

92 ブ ロ ッ ク に分ける中分類 とい うレベ ルの系統色名

で は、pale　beige、　 soft　blueというように色名の 前に

トーン名称をつ けるとい う形がと られる 。 このよ うに、

卜
一

ン 誕生 の 陰に は、それまでにハ
ー

モ ニ
ー

研究と平

行 して行われて いた系統色 名研究も関与 して いたとい

えるだろう。

　色研による系統色名に関する研究は、PCCS が生 ま

れる以前か ら行われて いた。その成果と して 、マ ン セ

ル三属性と色研系統色名との 関係をア トラスの形で示

した製品、「調査用 力 ラ ー
コ
ー

ド」が公刊されたの が

1964 年で あ り、そ の後 1971 年に改訂され て い る、

なお 、PCCS 研究シ リ
ーズの No．1には、　 PCCS の骨子

に加えて 、色研の系統色名区分をPCCS の三属性 に関

係づ けたア トラスが掲載され て い る。

5 ，結び に か え て

　本稿では PCCS 構築 に開係する研究と して、1950

年代の 「カ ラ
ーハ ー

モ ニ
ー

研究 」 と 60 年代後半の

「PCCS 研究 シ リ
ー

ズ報告」を取 り上げ、概要 をまと

めた 。 PCCS がどの よ うな研究や検討を経 て 誕生 した

かをみる ことで、「独自の 調和論をよ りど こ ろ とした

実用的力ラ
ー

シ ス テム」と い うPCCS の特徴 がよ り明

らかにな っ たとすれ ば、当初の目的は果たせたと思 う。

　なお 、今回の執箜の 過程で、PCCS には以下のよ う

な 3 つ の 特徴が あ る ように感 じた a 最後に書ぎ記 した
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い。

　
一

つ は、調和論を体現するた めの骨格を持つ と い う

点 。PCCS の 三 属性 と POCS 調和論がこれ に対応 する。

後者に つ いてはかな り豊富な調査デー
タを持ち独自な

理論が作 られた 。 前者に つ いて は、色相面はかな り し

っ かりした調査か ら構築さ れたが、彩度 は十分な研究

結果によるとい うよ り感覚による構築に近い。明度は

調査の結果、マ ン セル明度準拠とな っ たた め問題はな

い だ ろ う。 二 つ 囲は、三 属性の ように分析的ではなく、

通 常の色の感 じ方の 次元の
一

つ ともいえる ト
ー

ン と い

う概念の導入 。 色を把握しやす く、また調和論を実用

の世界に展開 し や す くしたといえ る。 トーン の区分は

心理調査デ
ー

タに基づ くの で はなく、膨大な色票を見

る こ と で の 検討結果による 。 も っ とも トーン とい う考

え方自体 、色名と同様、区分線とい うよ り、フ ァ ジィ

な分布を取るよ うに思うが。三 つ 目が、PCCS 系統色

名との リ ン ク。理解 しやすさ、実用 性が増 した。こ れ

も トーン 区分同様に、現在のも の は心理調査によるも

のではない。

　ともあれ、こうして PCCS は誕生 した の で ある 。

追補

　先 日、安曇野に暮 らす細野尚志氏 のお宅を訪ね た 。

御年86 歳 。 流石 に足が弱り歩くの には大変難儀 され

ている。しか し、色 の話、特に色研 が最近取 り組ん で

いる仕事や研究の話を聞 かれ て いるときの まなざしは、

ま っ すぐと強く、暖かかっ た 。 今回の特集号の話には

一
瞬少 し驚かれた後 、何食わぬ顔で あ っ たよ うに覚え

て いる。しか し 、 ］0年ほど前に書かれた エ ヅ セ
ー

集

「色 が充実 して くれば』の中に次のような
一節がある。

「最近PCCS を学術的に検証してみ ようと い う動きが

で て ぎたのであ る 。 ここまで くれば こ の 新しい カ ラ
ー

シ ス テ ム の 開発者と しては冥利 につ きるというも の で

ある 。 」とす れば、本特集も ま ん ざ ら でも ないの かも

しれない。
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注

　1）元来 は略称であるため PC ．C ．S、と表記 さ れ て い

　　 たが、本稿で は現在一般的なPCCS と表記した。

　2）当時、細野は色彩設計部主任。現在 鼠本色彩研

　　 究所名誉会長。

　3）色の標準にお ける彩度4は 、マ ンセル彩度の 4

　　 〜5程度である 。

　4）色の標準における明度は 10〜20 の範 囲をと D 、

　　 実験刺激の 明度 11 は マ ン セ ル 明度 2 、4 、］9は

　 　 8．2程度 になる 。

　5）そ の 後の 色票集と して の変 遷 の 中で 、ハ ーモ ニ

　　 ッ クカラ
ーチャ

ート201 （1986 ）以降、この

　　 考えは消失 し、現在は 0，5ステ ッ プとな っ て い

　 　 る。
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